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菊陽町図書館　菊陽町大字原水1438-1 
TEL.232-0404（図書館）　TEL.232-7756（ホール） 
FAX.232-7761　http://www.kikuyo-lib.ne.jp

ほ ん の 森  ほ ん の 森  

菊 陽 町 図 書 館 だ よ り  菊 陽 町 図 書 館 だ よ り  

●おはなし会のお知らせ 
　　　　　　　　　場所：おはなしのへや 
★朝のおはなし会（おはなしの森さんさん） 
　毎月第１・２水曜日　午前１１時～１１時３０分 
 （３月４・１１日、４月１・８日） 
★夕方のおはなし会（図書館職員） 
　毎週木曜日　午後５時～５時３０分 
 （３月５・１２・１９日） 
★日曜のおはなし会（おはなしの森さんさん） 
　毎月第２・４日曜日　午後２時～２時３０分 
 （３月８・２２日、４月１２日） 
★春のスペシャルおはなし会（図書館職員） 
　　　　　　　　　　　　　場所：視聴覚室 
  ３月２６日　午後５時～５時３０分 

開館時間　月・水・金・土・日／午前１０時～午後６時１５分 
　　　　　木／午前１０時～午後８時 
休  館  日　毎週火曜日・第３水曜日（館内整理日） 
　　　　　年末年始（１２月２８日～１月３日） 
　　　　　特別整理期間（年１回） 

　牧田正臣様から、１９７９（昭和５４）年に日本近代文学館から発行された『赤い鳥　復刻版』全１９６冊の寄贈がありま
した。『赤い鳥』は、作家の鈴木三重吉が中心となって創刊し、１９１８（大正７）年～１９３６（昭和１１）年まで続いた児
童雑誌です。北原白秋が童謡の発表をした他、芥川龍之介の『蜘蛛の糸』『杜子春』、有島武郎の『一房の葡萄』
など、多くの作家が子ども向けの作品を寄せました。また、童話作家の新美南吉ほか、多数の人材を育てるという
重要な役割を果たしました。『赤い鳥　復刻版』は、少女雑誌展示室にて見ることができます。展示室担当職員に
お申し出ください。　※残念ながら貸出はできません。 

菊陽町図書館ホール　平成２１年３月 催し物 

※準備、リハーサル、時間が未定の催し物などは記載しておりません。☆主催者の都合により内容変更の場合があります。 
☆図書館駐車場が満車の際は、隣接する公園の駐車場をご利用ください。 

平成２１年１０月分のホール予約を、４月１０日(金)の午前９時３０分から受付開始します。 
抽選会を行いますので、時間までにお集まりください（認印をご持参ください）。 

＜お詫び＞　先月号の本欄におきまして、「２月２８日（土）」に人権教育研究大会と掲載しておりましたが、
正しくは「３月７日（土）」の誤りでした。お詫びして訂正いたします。 

新 し く 届 い た 本  

3月 

〈平成２１年２月９日現在確定分〉 

ダイヤモンド社 

日本実業出版社 

ブックマン社 

暮しの手帖社 

講談社 

徳間書店 

角川春樹事務所 

集英社 

日本経済新聞出
版社 

朝日新聞出版 

勝間和代／著 

八木宏之／著 

こよなく九州男児
を愛する会／著 

檀ふみ／選 
暮しの手帖書籍
編集部／編 

長嶋有／著 

北重人／著 

佐々木譲／著 

太宰治／著 

山崎ナオコーラ 
柴崎友香・中上紀
野中柊ほか／著 

俵万智／著 

起きていることはすべて
正しい 

７０００社を救ったプロの事業再生術 

九州男児の解説書 

バナナは皮を食う 

電化製品列伝 

汐のなごり 

警官の紋章 

直筆で読む「人間失格」 

２９歳 

かーかん、はあい 

菊陽吹奏楽団 

菊陽町人権教育・啓発課 

第２５回定期演奏会 

菊陽町人権教育大会 

火 ３ 

土 ７ 

カワイ音楽教室 ミュージックフェスティバル 

無料 

有料 

どなたでも 

無料 

関係者のみ 

どなたでも 

無料 どなたでも 

無料 どなたでも 

無料 どなたでも 

 お問い合わせください 

お問い合わせください 

お問い合わせください 

お問い合わせください 

お問い合わせください 

日 ８ 

休　館　日 

休　館　日 

休　館　日 

休　館　日 

火 １０ 

土 １４ 

日 １５ 

菊陽町文化の香り高いまちづくり実行委員会 影絵劇「まつぼっくり劇場」 

火 １７ 

土 ２１ 
日 ２２ 

水 １８ 

主　催　者 催　　し　　物 入場方法 対象者 終演 開演 開場 曜 日 

武蔵ケ丘中学校吹奏楽部 
熊本北高校 

吹奏楽部定期演奏会 
ファミリーコンサート 

火 ２４ 

１３:３０ １３:００ 

１３:３０ １４:００ １６:３０ 

１３:３０ １４:００ １６:３０ 

菊陽町中央公民館 高齢者大学 

日 

金 

２９ 

２７ 

３１ 

龍田中学校吹奏楽部 コンサート 

火 

休　館　日 

休　館　日 

●『赤い鳥』の寄贈がありました● 

１５:３０ 

１０:００ ９:３０ １２:００ 

問い合わせ　　図書館ホール事務室　　� ���ー����
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「菊陽人りさーち」に掲載を希
望される方は、はがきに「氏名」
「年齢」「住所」「連絡先（昼間）」
を明記のうえ 
〒８６９-１１９２菊陽町役場総合政
策課「菊陽人りさーち」係まで
お送りください。 
注）掲載対象は、小学生以上で
菊陽町に居住している方に限り
ます。親子、祖父母と孫など２
人１組での掲載もできます。掲
載が決まりましたら、こちらよ
りご連絡いたします。 

菊
陽
句
会
報 

短
　
歌
　
会 

古荘　直也さん（２０歳） 

● 趣味　サッカー、フットサル 
● 将来の夢　エンジニア 
● 今一番やりたいことは 

　 探している途中です。 
● 自分を一言であらわすと 

　 癒し系です（友人談）。 

中本　淳さん（２０歳） 

● 趣味　釣り、バイク 
● 将来の夢　建具職人 
● 今一番やりたいことは　 

　イタリアへ行きたいです。 

● 自分を一言であらわすと 

　目立ちたがりです。 
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